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砂12月4日-10日は人権週間。21世紀を「人権の世紀jに

世界遺産平織宮邸(大極殿跡)
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「障理」かsr璽種」へ

トー'.Ja1Jたの家康です
人と動物申共生を闘い、

べ!y
~属医扮λζ遊婦をね."ること~く 貨胸そしMじめたり檎てたりし忽日で酎賓と費隠を符って事事し惇しaう~

齢物C事橿管理に関，る法律が変わりました

とn目安での 「劃物の保醸及び・管理じ開，る主主訴律J13， 12月'8か己 「飴物の農民及び・理こ関菅る記念説得Jと
定まって纏行されま...べてのλη命aちる創旬ぞ虚得することの芯いようにするだ"で写〈 援情と買径ぞ持
コて人と劃物が共じ笠きる詮会を白色ざしましょう.

⑥虐借や遺.に罰則がかかる刷物の範圏

これまで 愛護勧衡の虚縛や温泉に付する節目聞のi8:m
範囲'"人のδ衡する司.鯛または島鋼』でしたが新

た1:rは虫期H'加わ句ました.
⑨罰則の強化

愛媛働衡をみだりに綬悔した人'"年以下の懲役また

"明万刊以下の白金 M 句に愛媛動物hlllt.，.獲
した人は"万円以下の罰金が終ぜられます.

⑨周囲に迷窓をか 7て惨いlフ.芭ん
多喜賓の動物を飼うことで調辺の生繭.境泊l繍なわれて

もる渇合には 知穆はその人に"し必要な循置をとるよ

う 勧告などができるようになりました.

①飼い主の資務 IJI~1っそう強化されました
飼い主としての貨径三 十分に"貧し "し〈銅うこと

;よ 均 働駒の .. 僚を守句 人i危省全加えたり途聖書な

どを桝?な、、ょう4努め会けれほな句ません

，た酬による強制"ついてVしい摘を桝

名札ゃ途チ札などをつける}色で飼い主を明ら諸に寸る

よう努める】とt令句ま"

⑨働物取".医者陰届出~必.で，
働駒取機素材"険物の販売 保管貸出L 自縛展
示劇的に以岬への届幽崎.~，す，れました.

違反省I:IJ銅則があ句，す.

l周航い含わ1t1 i荷役野倫生疎重たIH長良保憶月時 (脅"→61 7 1 )ヘー
怒詰:百話回
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得
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限
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ま
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)

!?切っi湾住民73;;ii;3三部iisiiτ
iPiiiijii2234;ii;出出jRi 
Hi F夫九;21SidiiiE有国司;5要
性i i章特zzii Eiif晒也畳程よiz

4・figsEi』同;s;::E;ヮ;号室-Zへ昔日ヲ?，t幽;
i!?!iifiJszt28h竪Jikbf時計:ifF52
i自1ifii;fi11i問51isi111111;?iitl?i
zS21iAf開 1i1127iH257ihH!? 
H Ut f昼罫34E HEEL」日 おれよ;ttA 

の
由
甲
繍
肱
お
早
め
に
.

「芯ら盛花会J.130C盗事の匿史と伝統を跨る事良で".紀を迎える幻想的色玉
川崎即日ポーターを闘します.

理度予・¢明Dを灯.
究初也界を測位し...

く
わ
し
く
ほ

市
役
甫
児
童
課
へ
.

l/ (| 
叩宮部品別"""戸Jよ- 1パ""'"・-、帽，峨.......，. 吋-併刊 I 
;‘ ‘，・・ 9・・f包・.・..-・
-..ti t.、a ・.・. . .A 1 _ __  _ 

'ι.・

"ニ.，
lとこる1
1内曹l
0約'.000・のロウソクを錨地一裕に煙火しでも§い.す
(浮..配当自】

OL証:'--'--li'(曹白野園紛やカウントダウンイベントはど
の健レの手伝い

，..入銀1'00人
，.し込み1"がきh佐賀野氏名年前電信信号を.いて

"月10El:l'でi市役所制限~フ?タシミ"

t剛 3~- 6822) も').多い吻合は爾盤.
".未認の人" 保田賢宥同作で.加して〈ださ

い. ，わしくは 後日案内Lます.会.1>， $前

髭明会金開‘ーする場合もあちます.

口月"日ヤ後3時一 l月'"守二前1時頃

夜良公開園内浮.圃泡 春日野圃.

"'鑑花金

開ゅんだ日 間

=.四四回
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結吾先日比 ii;明 1ii;以 !i
U r;w.-.. I]年書館惜し車内 | 

歌舞伎フォーラム公演
『良弁杉由来~二月堂-J

軒の情隣人への賓と酌やりをテーマに費時の初剛当肘・E
の酎咽ζ印刷蜘帥です.，間活躍刷醐伎役者ととも弘 一

般公男で週""たみ怒さん合役者として幽潰します

とt!---2月"日比ゆ宅後2時③宇検6時 ・ととろ 同館大ホール 惨λ

醐…'"刷LAII:2畑山一吋岬11団脱} 砂川努
"月 l白から同会館北. 白白志向置所 ならまもセンタ 史跡文化.

Jタ← ロー Jノチ今ット (ft06-6369-fj633)で管発電路子

制"月 2昨前同料開酬 1034-0111)へ ・臥噛同

一間館 {ニ条宵前町 包34-0100)へ

沼
同
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大
切
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で
す
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トフルコンサートJ
~あなたのやさしさを歌声に~

rta:sJ¥ー

.5 

m…興センター ""'宗一泊明き家..
ro.たのやさしさをjをテマに県内の脅楽を..奇人たちが楽しく
即問問めます.今岡崎糟グループ出演し...

とを "月2HI桝後2時 H こる…問錨帥-o ・入制 桝
・悶U倉わ匂 ""奈良敏送局 {含 26-3411)へ、

国 認証Z2両日Ea
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1M， 11M， 21Z， 219~金曜日

筒闇"いすれも午後2瞬叫胸

..名
パソヨμB・9
パ，ヨン.塵'"

話縦百訪 問

l取し帥1聞は川崎帥(パソコン献は制社制.-1})
住所氏名(ふ町カな)年働性関電話.校生車業曹人学の受信

薩を持っている人は受寝屋信号 抗見希望 (2il-;礎学館)の人"そ
の狩{男叩晴)を奇いて 12JJ1211".密閉センター (守ω。
間 7杉，町23 D26-g討'"へ。 1相一人1疎開明句。肱

騰と Lて酢ト叩できる人に限ります.受酬は無料.多L崎令 I~12 

!l14日午前哨から同セシタ一時間繍乱

i i;!; 
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京西公民館主催事業

SJ3i&ぴーす講座
~童宜化か5人帽を考えよう~
在日咽園輯前田底、沖縄地方、檀聾"部軍事どに伝わる

「童文化J1ごついて、 婁怖に胴理を作"主白'5!!'l'や商.思ど
を字び、人橿や平和についての章置を高崎聖宮.

定員 中学畢以上加入 ー材料費 I嗣HI世度。

とき 植田ァ マ{献宜)

1/1 •. 田 在日舛在楓人間圃帽胴究古H町古K克干生草人
「日置国 軍理その括(テッチヤ〆畑、チヂ主u

~HI国 沖縄「沖料檀理持厨軍岨眉開畏珂開耳千酬守'Jプ干ルさん士"障の角量 ゾ メ"守Jプル " 

l/l!iEl) 
.宜官凪睡町日直量千さん、車市小宇佐軸置時士" 型語ん
置量調畠車問責宜叱」

時間 r<J;~\"Ø'nも午前9崎半~午挫零時半............................................... 

音楽を楽しもう講座

~モ ツアルトの軌師と奇跡~

温調方支の宝韮者遺ったモ ツアJレト叩宝仙立ちがら作晶君
で.隈申と歯曹司聖堂'"がら あらゆる角度白'Sモの費申を摂。苦..
とを 1月"日'81，2114日i目'. ，月 4円{白lの午桂I時宇ー
3時半.3 ~i '定員 成人剖人 砂園調 帝塚山短期入学教
控の車庫逼従事ι

[申し込み]桂躍はが色に教室f，住所、氏名(ふりが~L 寺崎(宇

年)、電拡岳号を膏いて、 12 !1 1 5 El>õ請で炉1歯[平.~配.，六全割 γ 
目3-43-2 044-2669)へ。多い場合"抽量.

国EE世話詰



市復帰胃34-1111仰 〒630-8580 二島大路商丁目1-1・お知ら包

防災講演会
密告 1あのヒゲ市畏さんの削び。

マラ!/:/7ttfJ
とを 2 1I11 1I併午前8時"分ス，-，.閣支決行 砂コー
ス 渦ノ泡随」鍵筏喝祭良加茂・..ならやま，温句折旬返し

噌別賞日 1.(lOkm) - ~'-;.!lê~除〈け制上の男 k
{市民以外も可).!t 2傭'"叫 ・中学生以上の男女(1;;成年
符は保概将の政認が-1':.'I!. {f勘 在学も可).lri'3!111(2S

刷 E 小学4、6lf.!f_の男女(帽符の柑叫司馬肝も可，.

}昨佼駅伝(助副 ・'"開明女各2チーム以内(酬の尿

認がt寮) ・・.刺 8∞u士't-~主'"∞円(保晴れ .~ 
パーヵート はがき代含む) ・申し込み 市役所外宵課各

1I1 g長所進絡岡野町C舗に備えUliの附・11;1:.加特bfi..-c
1 jJ 11日，でに市間開謀、

文化財防火ゼミナール

大規機災害，.他人事で，><，い "

叉怖を火災怒とあ帥制・D'S'<!るため市民

人ひとのが f叉化対Jに対する費贋思想Rと防火 防
災憲B・iI"~寝Sむようと情きます.

とき 1月刊日ル午後IWt-
-1時 惨ところ 防災.~タ

- (A*'1ifl:n ・醐テ
ーマ "島原市長の鎗タ江智一

きん リ見書に侵ゐれたと，-.

l(q;，f¥.1I ・四一帥人 ・

受嗣 桝 .噂し帥 往

復はが魯に住所氏名電器.

号をg降、て IHII~[]lまでに同

センタ一 作僻山崎五丁

国…1月"日断後1酬も柵 』惨とこる 旧東
大，';'1"IlIIUI:(*-門町} ・肉曹 鶴屋z東大寺触事長
の上聞脅さん 『東大刊文化財J精防局食倒防災
官「主化財の防火 防災hついでJ.文化財鑑賞=盆盆
{大仏殿)防災e・4訟ど ・定員，~人 ・・加伺 無
斜 惨帽し込み 往復はがきl住所会貝の氏名停働

: 位別電都.けを書いて

. 月"日必着時で清防局予

防機('fU品"'“人条五

丁目 404-1 ft35 
目404-1 ft35-1106)へ多」渇合は抽
選 'その他ー侠了後間制同七〆ターの胴体

験もでJきます.

-1192)ヘーl候に
二人まで可.J惨い地合"
他翠.

応急手当普及講習

防災センター

体験学習
~あ忽たにもできる毅命処置~

.を毅ヨ応.，手当悶正しい箆珊や箆衡を身

白けてもらおうと間航開しだし制.

とを IHI I3 I J:~ ' 2411mff!i: I時一岬
・目測入 ・咽"'，1レ針金法大出血

"のIl:*i.t )0'"醐 桝 ..し帥-

.曹臼の前Uまでに同七〆ターへ.

.ドも 各組グループなどの饗簡に応じて

抱4・"を議遣しで」ます.

.成，.，月1

かまるで思夢のようu災膏，.ら
うすぐ'"手び経とうとして凶ます

齢いつどこで鐙ぎる附例目安ぜん.，位置亡明る備え欄

俗犬丈夫で習か. 問センタで除 .~1-7 関東大量災忽ど週
間士山れを再現し咽の憾の達制咽鴨神甲

'・.た他に災曹の陵似体.，湖 4燈創艦 白星}もでを聖ま..

開館開町一午前9時手一午後4略字 ，入.剥…無利.団体調閉
めみ要 H'i ~帽目 鳩山削哨合はその翌日)嗣.

話財;百ZS園



l健康のコーナー 曙匂〉ター{ニ問 問一丁目1ー釦

奈良..  商(ニ条犬路間一丁笥1→'"
問批判即日

fl'34-11 1 1) 

fl'34-1l11) 
包お 7876)

新生児妊産婦肪r~
峰雄白旗育児で悩んでh る jUl~

^"凶鹿lfiOl凶厳して，まぜん* ・..
が倒h ますので気慢に例剤して"昼、

~ "II:"綬. 幽肩書俵"事-I<iIIの.・

叫 ""打晴叫 ・・し帥 e
子剛刊に山れれ叫山

ふるも'"荷量児"がきt必畏...・、
て飾迭するか.耐で司..所健廟旭道.

へ ・その値一 除問'"ず.附1'1l15し
てから軒も ます嗣匝削ー刷"ま

せん

!ij親教璽

経・1きん岡tで犠"過ごLませんか

..・一 予定Eが・ 5月の初..“人

(原則左してz鋼受.で，る刈 2・""
輔の@健闘柏倉のうも犬舗でH

できる人 ・とごろ 一保健をン，- ・

緒，・ 'H・・・，・・記桝比 ・闘"
し帥…醐j"'~1 住所陥時

.. 踊..幽.予定問 歓蜜，を・もて

"何回刊柑麟健康増進機へ.，・

".合"繍量

予防嬢掴
次の予防織・.個別方式でti'，!守.

盆知・.縛ラマ取句後"l!i:41健周I守r

き 4・種目.予約L子鯵屡eもらうて〈
ださい(目噌 健日企各医.礎周め体.

目・周 t・oHIH)

固樹脂

". 待合て"命、人I~. 1号予防得橿殿"
め醐聞か市酬融.で受け取q

てくだきも

から7どの摘みよろ."栂殴
(老人保健造"づく薦人u稲積)
..，つも τ 笛みのある人U判期し
てU!さL 屋・4よる・潤欄訟がをげ
られます.世星・に・・T4t越し奮す

・とt!--111I10!Lt:午後1時牟-，時
・ ところ…..，佐ン~ - Jn.'--Il人
間し助申閉山田、

胃 がん検修

験制唱闘診で寸.

~ J; II" 'll位以上の人【経"は除〈 】

..隊園周...，.1圃 "陸軍S絢 3l-6¥I 
削1 .OOO~I. 噛以上国語師四

.島県..併の入".約 4・L込み時I

"附 ・・し帥 ー闘でIl!I:!O
図書でに市役時刷遺骨 片 時

一彼診の給象精禽険傘"必.，人は

令みやかi受診.います.創.，色合どで

剛の師時制n I:: AI1~-tU>~ f 
ぜん.また 現住愉.中の人過去ヒ乎

術.受けFど人ゃ精精鋼査。なっ注入は

，醐I柿して<t:~" . 

肺がん機I!l

"がんのoc事'"早々 増加ιでも まず
年。一 ~11.t伊A 検 .t~ ， j ， J惇欄姥見

L ・・に努めましょう

"暗a同…‘oillll:の人{経・・"除"
...周周一年1圃 ・絹盆一縫'慢のん
，，~同 開惨め牌.剛:t'¥U・m・-合
咽叩何時.代"桐).'，，"1..1(1 

・以上と生活保重 住民観..観微備の

入は曾置代のん l・L込み・"ニ・Lぬを}
..し込b-".箇で1111初日まで』市役

~..".llへ 同叫…輔の牌
備書繍雀の，賓《注入泌すみやか』受..

い牽す動.克などで開憾の検.，安.

-れ"人"必..町 Sぜん ..た現a
.嫌。の人 a幻ず衡を⑨?た人命網
開此なった人11，J:柑じ相続して

〈だきい.

信篠住民機I!l

剛鱒3坦白隠『闘輔デ-J
信傾..剛鐙毘をめnで.・Lます.
組使I!.I!I蟻-.-.，<<....で'"兎盆"11'-' 
〈念。て、 t-'t.t.Il分肉允的 広たん

，会のため1'"に一度"必ず倹訟を4をけ

まし"

'と・ 12111・Hω'fa9略奪-"・ー
'ととろ .合医阿佐倫量セJ ター ，対

・ '"度以上の人 (命学生 ‘俊生 経

楊事酬で受.するλ"陰"同 盆
一酬 ・臥噛わ也市間衛生血~

成人盤科健康相鮫

a・e時医"が梱限に自己じます むし歯や
.，・・爾入れaなどロに閲する心配
ごとのある人".陸に組破して(1;'舎い

(健診ι医院の紹介ほで怠ません，.
~ ~!! "'llJll 1 ~肝御l闘~日 ・

ところ…健.'ピ〆タ ー ，河.--IlA
同し帥 闘で開柑酬回、

自の健康繍験日

軍医終医舎が匁科で..ま守.

・とe…"月"臼拠，後2嶋、3陶 ・
ととろ ，院院側会メ ヂィヵ "'t~ ， ­

(縄.市) ・闘い台ね包ー 岡県医則金内環

眼椅際舎の泡図書ん(fI'O14 4-2 2 

-850，)へ.

介護保験と際病障がし唱の学習会

l' f ~'1.な・痢障がh 金側える人た

W 時 保険につ円以酬し何咽

につもでのl'j;や領み.解決ι.うと
鳳.鋼連絡繍.舎が開きます

・ と1! "'1~1' 1Iリ阿，懐 1 時一 4 ・..

'ととろ 眼文化合.，量大路町1 ・

肉8"'!JIii'it買樋応答 ・掴い禽ね包…
伺舎の鉾砕きん IO090-7492-

83，4)"-. 

む回日目白巴



年京の六型ごみ申し迅みはお阜めI~
とれから年末に削フて 大型ごみ申し込みが均値えてそ雪ま...でも 写の瀕!こなってあ

わてて申し込んでそう 年内に収集でき悲し".合がありますa早位 ζ申し込んでください.

I申し込み]
市環焼酎~第一.務所(申し込み専用ft 11 -90 1 1)

瀬一部地量産"嶋市清OX!~寸土 ( ft 3 3-8 (82) 

I受付鶴岡1
月~会圏直日の午前8時~午後3時
休み明けや守前中は電話が集中するため、曙日 時聞をず

らすなどして電話してくだきい。

I申し込み点霞1
1聞につき6点ぎで(有害ごみl玄点銭に含みまttん)

附L込み以外のごみは収鍍できません.会J; 品物の変更

は収集日の2目前までに連絡してくださ、、

品

も

-~a切に闘する問い含わぜ~

薦制廃潤契m・潤日所 (曾71 3012) υライク"線道標 〈曾71 9900) 
・軍配み(併時 訪問問即 時制他ブ ・世 間{ガラスぴん 自 信ベットボトル 棚

田 町)の酬について 冊日〉川口 て

…の酬明引を取りほ町 一 事時 間に叩て

~繍潤..第二事務所 (ft71 3003) ・生ごみ寝'" じ曹畠"鵬入~.ζついて

・町内澗山間四口、て 帽 駅周でをる輔副聞き取りに叩

取漉濁野工場 (1'171 3000) 企画館務標 (tt71 3001) 
・ごみ時ち帥に乱、て ← 般廃..物取同省縦書巴ついて (自包般入でき.い

酎一月4 臨 時前9時、午後4桝 (観回目付) ごみ問 刊 曾}・・・...........................................................

(1II.1fiの栂〉
1大廠匁ス誌づ乙....聴率陣頭..療所

「大飯ガス環境行剣術鈴J<暴づ$グル プでの環境

治動を強化L 従来の活働4加え 生ごみ処理慣の4・入

によるM監理化ゃ住民のアイデアを取り入れた「資事再生

大作機Jの実施など軒両酬の取り料も肌
'"岳噴良市商庖術鑑奥盆
平成4匁 「奈良市腐臨梼ゴミ減oIiJtil1lt峨盆Iを俊足
し 簡易包告をの筆進 買い物管持S 倒閣&や主催イペ
〆トでのごみ..量化の啓発遁値など 両官衝での事業系

ごみ発生抑制緩電化，実施

i
i
;
;
;
;
i
i
i
;ー
己み減量リサイクル実践優良団体等顧膨制度

ri白球環境賞J受賞者決定
1明"日咽嶋フエヌ予ィパルで酢に悶るごみ掴
')ザイクJレ実鶴港島m事置され 次σ自体が受賞されました

〈市民団俸の鼠〉

1リス'0ス箇会奈良

楚d包スチロール緩衝附ゃ網'"・ 礎泊などを自主的t
回収し 金司震との交渉lよ旬娘自の'1ザイクルルートを
実現するなど騰黛衡の再利用再命現化に貫徹.

幻，'¥1¥..学掴鵠.'"貧困
間内のパザーで 健い織で害届?の販楚自習慣や分割め

徹底H ごみを山き会ν行事の開催公礎践 また 飴食
用酬の薦入1:~UI.な ごみを発生さ村川通、 耐弐J

を取り 入れ 園児食ぺ.，の生ごみは危u するなど
ごみ量生掬削 減量化に"する姿，ちを野・.

矢野鐙，.表紙燭.
川 … y…"積良市のホームページ
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